
「警戒領域」での感染防止対策の更なる緩和 
 
 

〇実施区域 

  愛知県全域 

 

〇実施期間 

１１月２２日（月）～ 

 

県民の皆様へのお願い 

〇外出の注意点 

 ・家族や普段行動をともにしている仲間と少人数で、混雑している場所や時 

間を避けて行動 

   ⇒ 制限なし 

 

〇県をまたぐ移動の注意点 

 ・基本的な感染防止対策の徹底及びワクチン接種未完了者は PCR 等検査

を受けるよう勧奨 

   ⇒ 基本的な感染防止対策の徹底 

 

〇基本的な感染防止対策の徹底 

 ・同一テーブルに４人を目安（同居家族等は除く） 

   ⇒ 制限なし 

 

事業者の皆様へのお願い 

○飲食店等に対する協力要請 

 ・同一テーブルへの入店案内は４人を目安（同居家族等は除く） 

   ⇒ 制限なし 
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その他のお願い 

○イベントの開催制限の協力要請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（参考）「大声あり」、「大声なし」の考え方の変更 

   国の基本的対処方針等の変更に伴い、イベント開催時の「大声あり」、「大声な

し」については、国において以下のとおり考え方が変更されました。 

現 行 

○各種イベントの分類の例示（※）を踏まえ、個別イベントの態様・実績等に応じて個

別具体的に判断する。 

※例示（詳細は別添のとおり） 

大声が想定されるもの：ロックコンサート、サッカー、野球など 

大声が想定されないもの：クラシック音楽等のコンサート、歌舞伎等の伝統芸能など 

変更後 

○「大声」を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」と

定義し、これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントを「大

声あり」に該当するものとする。 

＜大声の例＞ 

・観客間の大声・長時間の会話 

・スポーツイベントにおいて、反復・継続的に行われる応援歌の合唱 

※得点時の一時的な歓声等は必ずしも当たらない。 

収容率 人数上限
営業時間

短縮

イベント（注）
大声なし：１００％

大声あり：　５０％

５，０００人
又は

収容定員５０％
のいずれか大きい方

なし

（注）収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。

収容率 人数上限
営業時間

短縮

「感染防止安全計画」を策定し、
県がその内容を確認したイベン
ト（注１）

１００％（注２） 収容定員まで

その他のイベント（注３）
大声なし：１００％

大声あり：　５０％

５，０００人
又は

収容定員５０％
のいずれか大きい方

（注１）5,000人超かつ収容率50％超のイベントに適用。「感染防止安全計画」の詳細は、国からの通知に基づき運用。

（注２）感染防止安全計画策定イベントは、「大声なし」であることが必須。

なし

（注３）収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。
　　　　また、別に示すチェックリストにより、感染防止策への対応状況を確認し、そのチェックリストをイベント主催者
　　　　等がWebページ等で公表し、イベント終了日から１年間保管すること。



 

県の取組 

○ワクチンの３回目接種の推進 

・国、市町村、医療機関、医師会等関係団体、企業・大学等と緊密に連携

し、希望者全てに円滑に推進。 



別 添



イベント開催にあたっての「感染防止安全計画」の提出について 

【概 要】 

  「感染防止安全計画」を提出するイベント  

 ○ 現在、1,000 人超のイベントを対象に実施している事前相談を廃止し、 

5,000 人超かつ収容率 50%超のイベントを対象に「感染防止安全計画（以下「安全計画」）」

を実施。 

 ○ 安全計画では、イベント開催時の必要な感染防止策（以下「基本的対策」）を着実に実行

するため、主催者等はイベントごとに具体的な対策内容を記載し、都道府県に提出。 

都道府県がその内容の確認・必要な助言を行うことで、感染対策の実効性を担保。 

○ イベント開催後、主催者等は結果報告書を都道府県に提出。問題発生時は関係省庁に

も提出し、関係省庁は原因究明や改善策を求めるなど、PDCA サイクルを確立。 

○ 今後、感染拡大により、緊急事態措置やまん延防止等重点措置に移行した場合には、

安全計画の作成・実施を条件に、人数上限等の制限を一定程度緩和する予定。 

 

 「感染防止安全計画」を提出しないイベント  

  ○ 安全計画を策定しないイベントについては、イベント開催時に必要となる感染防止策へ

の対応状況をチェック形式で確認するチェックリストをイベント主催者等が Web ページ等

で公表し、イベント終了日から１年間保管。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

感染再拡大の防止に向け 

県民・事業者の皆様へのメッセージ 

愛知県では、感染の再拡大を防止するため、１０月１８日から本

県独自の「警戒領域」での感染防止対策に取り組んでおり、本県の

新規陽性者数は、１１月４日以降１日あたり２０人を下回る水準で

推移し、入院患者数も減少し、最近の病床使用率は１％前後となっ

ております。 

一方で、新規陽性者が日々発生するなど、感染症のリスクは依然

として続いているため、今後も社会経済活動とのバランスをとりな

がら、感染拡大の防止に取り組んでいくことが不可欠であります。 

県民・事業者の皆様には引き続き、「警戒領域」での基本的な感染

防止対策の徹底をお願いいたします。 

また、ワクチンの３回目接種につきましては、国、市町村、医療

機関、医師会等関係団体、企業・大学等と緊密に連携し、希望者全

てに円滑に受けていただけるよう、全力で取り組んでまいります。 

 今後も、感染状況に応じ、必要な対策を適時適切に講じてまいり

ますので、オール愛知一丸となって、安心な日常生活と活力ある社

会経済活動を取り戻していくことができるよう、ご理解とご協力を

お願いします。 

 

１ 実施区域 愛知県全域 

２ 実施期間 11月22日（月）～ 

３ 要請事項 別紙『「警戒領域」での感染防止対策』にご協力を

お願いします。 

 

２０２１年１１月１９日 

愛知県知事 大 村 秀 章 

「警戒領域」での感染防止対策 



1 
 

  

 

 

 

 

感染再拡大の防止に向け 

県民・事業者の皆様へのお願い 

実施区域 ： 愛知県全域 

実施期間 ： ２０２１年１０月１８日（月）～ 

今回変更 ：       １１月２２日（月）～ 
 
 
 

 

○ 感染の再拡大を防止するため、対策の解除については段階的に行い、必要な対策

を継続します。 

○ 国の基本的対処方針を踏まえ、基本的感染防止対策の徹底、テレワークの推進、

イベント開催制限等の取組を推進します。 
 
 

 

① 県をまたぐ移動の注意点 

○ 帰省や旅行・出張など県をまたぐ移動に際しては、基本的な感染防止対策を徹底

してください。 

② 高齢者等への感染拡大の防止 

○ 重症化しやすい高齢者、基礎疾患のある方々、妊婦の皆さんが感染しないよう、

人と人との距離の確保やマスク着用など、基本的な感染防止対策の徹底などの

配慮をお願いします。 

○ これらの方々も、感染リスクの高い施設の利用を避けてください。 

③ 基本的な感染防止対策の徹底 

○ 「感染しない、感染させない」を徹底してください。 

○ 会食・飲食する際は、飲食する時だけマスクを外し、会話の際には「マスク会食」

を徹底してください。また、「大声で騒ぐこと」は、飛まつ感染につながるため、や

めていただくようお願いします。 

○ 「ニューあいちスタンダード認証店（以下「あいスタ認証店」という。）や「安全・安

心宣言施設」のステッカー掲載店で、感染防止対策が徹底されている店を利用し

てください。 

○ ワクチン接種を終えた方も含めて、日頃から、「三つの密」が発生する場所を避け、

マスクの着用、手指消毒等、基本的な感染防止対策を徹底してください。 

「警戒領域」での感染防止対策 

全般的な方針 

Ⅰ. 県民の皆様へのお願い 

朱書部は「今回修正・追加事項」、下線部は「特にお願いする事項」 
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○ タクシーやバス・電車等の公共交通機関では、常にマスクを着用し、大声での会

話は控えてください。 

○ 適切な温度・湿度等を保ちつつ、十分な換気を行ってください。 

○ 発熱等の症状が出たときは、まずは、かかりつけ医等の地域の医療機関や、保

健所に設置された「受診・相談センター」等に電話相談の上、県が指定した「診

療・検査医療機関」を受診してください。 

○接触確認アプリＣＯＣＯＡを、県民・事業者の皆様、オール愛知で活用し、検査の

受診など保健所の早期サポートにつなげてください。 

 

 

④ 飲食店等に対する協力要請 

○ 引き続き、これまでと同様の感染防止対策の徹底をお願いします。 

（１） 従業員への検査勧奨 

（２） 入場者の感染防止のための整理・誘導 

（３） 発熱その他の症状のある者の入場の禁止 

（４） 手指の消毒設備の設置 

（５） 事業を行う場所の消毒 

（６） 入場者に対するマスクの着用その他の感染の防止に関する措置の周知 

（７） 正当な理由なくマスクの着用等の感染防止措置を講じない者の入場の

禁止（すでに入場している者の退場を含む） 

（８） 施設の換気 

（９） アクリル板等の設置又は利用者の適切な距離の確保 

⑤ 業種別ガイドラインの遵守等 

○飲食店では、二酸化炭素濃度測定器を使った店内の換気状態の確認や、会話

の声が大きくならないようＢＧＭの音量を最小限にするなど、別表１の対策をお願

いします。 

○全ての施設で、感染防止対策を自己点検の上、業種別ガイドラインや県の感染

防止対策リストの遵守の徹底を強くお願いします。 

〇特に、高齢者の方が多く利用する施設等では、「高齢者を守る８つのポイント」を

遵守し、感染防止対策の徹底をお願いします。さらに、高齢者入所施設等におい

ては集団感染を防ぐため、施設職員を対象とするスクリーニング検査の積極的

な受検をお願いします。 

○事業者は、「あいスタ認証店」や「安全・安心宣言施設」のステッカーを掲示し、利

Ⅱ. 事業者の皆様へのお願い 
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用者に施設の安全性と感染防止対策への協力を呼び掛けてください。 

⑥ テレワークの推進等   

○事業者は、接触機会の低減に向け、休暇取得の促進やテレワーク、ローテーショ

ン勤務の推進をお願いします。また、テレワークの活用等による出勤者数削減の

実施状況を自ら積極的に公表し、取組を推進するようお願いします。 

○時差出勤、週休や昼食時間の分散化など、通勤・在勤時の「三つの密」を防ぐ取

組の徹底をお願いします。 

⑦ 職場クラスターを防ぐ感染防止対策 

○職場・寮での手指消毒、マスク着用、職員同士の距離確保、換気の励行、複数人

が触る箇所の消毒、発熱等の症状が見られる従業員の出勤自粛、テレビ会議の

活用などの感染防止対策を徹底してください。 

○特に、休憩室、更衣室、喫煙室等、職場での「居場所の切り替わり」に注意するよ

う周知してください。 

○従業員に、基本的な感染防止対策の徹底を呼び掛けていただくようお願いしま

す。 
 

 

 

⑧ イベントの開催制限等 

ア. 事業者におけるイベントの開催制限 

○事業者に対する、法第２４条第９項に基づくイベントの開催制限は、別表２の基

準に制限するとともに、業種別ガイドラインに基づく感染防止対策の徹底をお

願いします。 

○あわせて、参加者に対するイベント前後の「三つの密」を回避するための方策

の徹底をお願いします。 

イ．参加者へのお願い 

○イベントに参加する場合は、人との距離確保、マスク着用、大声で会話や過度

な飲酒を控えるなど、感染防止対策を徹底し、対策がとれない場合は、参加を

自粛してください。 

※特に、大規模なイベントを開催する際には、事業者は、人数上限やエリア内の行

動管理など、適切な感染防止対策を徹底するとともに、参加者は、自覚をもって、

感染防止対策を自ら徹底するようお願いします。 

⑨ 行事等での対策 

○多数の人が集まる行事については、人と人の距離の確保・マスクの着用・手指

Ⅲ. その他のお願い 
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衛生・大声での会話の自粛など、「基本的な感染防止対策」の徹底をお願いしま

す。 

⑩ 学校等での対応 

○感染の再拡大を防止するため、学校においては、健康観察の徹底（体調不良の

際は登校させない）、手洗い・換気・マスク着用、オンライン学習の活用、食事中

の会話禁止（会話は食事後にマスクを着けてから）等の感染防止対策を徹底して、

教育活動の継続をお願いします。 

○特に、発熱等の症状がある学生等が登校や活動参加を控えるようお願いします。 

○寮生活、クラブ・部活動など集団行動における感染防止対策の徹底をお願いし

ます。 

○家庭においても、規則正しい生活習慣の徹底（体調不良の際は登校しない・さ

せない）をお願いします。 

○修学旅行等の校外行事は、旅行先の感染状況を確認し、感染防止対策を徹底

した上で適切に実施するようお願いします。 

 

 

 

 

○災害医療の専門家で構成する医療体制緊急確保チームを中心に、県内全ての

医療機関と協力し、引き続き、検査体制及び医療提供体制の更なる強化と維持

に全力をあげます。 

○体調が悪化した自宅療養者等が速やかに必要な医療が受けられる体制を確保

します。 

○新型コロナワクチンの３回目接種については、国、市町村、医療機関、医師会等

関係団体、企業・大学等と緊密に連携し、希望する全ての対象の方に円滑に接

種を進めます。 

○重症化リスクの高い高齢者施設等の入所者を守り、施設内感染を防ぐため、県内

全域で、高齢者施設等職員へのスクリーニング検査を実施します。 

〇再度の感染拡大の予兆や感染源を早期に探知するため、国に協力し、ＰＣＲ検

査等（モニタリング検査）の円滑な実施に努めます。 

〇感染防止対策の継続により影響を受ける県民・事業者の皆様に対し、国の施策と

連携し、きめ細かな支援に努めるとともに、相談体制として、「別表３」の相談窓口

やコールセンターにより、様々な問合せや相談に対応します。 

○飲食店等の感染防止対策の向上を図るため、あいスタ認証制度の普及に取り

組みます。また、「あいスタ認証店」には、CO２モニター等の感染防止対策に必

Ⅳ. 県の取組 
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要な資機材を配付します。 

○県機関においても、テレワーク、ローテーション勤務、時差出勤など、人との接触

機会を低減する取組を進めます。 

○感染防止対策の実施に際しては、国、医療機関、市町村等関係機関、団体はも

とより、岐阜県・三重県と連携して取組を進めます。 
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別表１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

別表２ イベントの開催制限（１１月２２日～） 

 

 

 

 

収容率 人数上限
営業時間

短縮

「感染防止安全計画」を策定し、
県がその内容を確認したイベン
ト（注１）

１００％（注２） 収容定員まで

その他のイベント（注３）
大声なし：１００％

大声あり：　５０％

５，０００人
又は

収容定員５０％
のいずれか大きい方

（注１）5,000人超かつ収容率50％超のイベントに適用。「感染防止安全計画」の詳細は、国からの通知に基づき運用。

（注２）感染防止安全計画策定イベントは、「大声なし」であることが必須。

なし

（注３）収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度（両方の条件を満たす必要）。
　　　　また、別に示すチェックリストにより、感染防止策への対応状況を確認し、そのチェックリストをイベント主催者
　　　　等がWebページ等で公表し、イベント終了日から１年間保管すること。

2021 年2 月25 日新型コロナウイルス感染症対策分科会資料から抜粋 

※イベント開催に当たっては、別紙「イベント開催時における必要な感染防止策」に留意すること。 
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別紙 

 




